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今月号

の表紙

10月から赤い羽根共同募金運動がはじまります。

今年度は、新たな試みとして、地域の皆さまにもご協力いただき、募金グッズ（手ぬぐい）のデザインを公募しました。

志木市の魅力がたくさん詰まったグッズを通して「　�だんの　�らしの�　あわせ」を応援します。しくふ

柏町内で活発に活動している
５つのサロン団体からの活動
紹介や、交流と質問タイムを
たっぷり設けました。また、課
題や情報を共有するだけでな
く、新しい横のつながりづくり
を図りました。

【以上の寄附は、６月１日から８月31日までのものです】

寄附者（団体） 金　額
立正佼成会　朝霞教会 30,000円
株式会社リゾン 50,000円

生活支援体制整備事業協議体より
　第１層協議体・居場所づくりグループです。�
　生活支援体制整備事業では、高齢者の皆さまがいつ
までも地域で元気に暮らしていけるように、サービスの
創出や介護予防につながるイベントを開催しています。�
　今、私たちが企画しているのは、一部の地域を対象と
した送迎付きの衣類のお買い物支援イベントと「大人の
ビタミンクラブ～活動体験会～」です。「大人のビタミン
クラブ」は、地域のさまざまな活動や居場所を知っても
らい、参加するきっかけになるよう定期的に開催してい
ます。こちらは、申込み不要ですので、お気軽にご参加く
ださい！�

生活支援体制整備事業
柏町圏域及び館・幸町圏域第２層協議体

報
告
報
告

柏町と館・幸町で開催した、高齢者の「居場所づくり」を
支える担い手の皆さまを対象としたイベントの様子を
紹介します。

柏町第２層協議体（いきいき応援団）６月20日（土）「柏町地域活動情報交換会」

▲各サロンの活動風景を
まとめた掲示物は、志木市
第二福祉センター多目的
室前に貼り出しています。

▲�居場所づくりグループで、
リース作りを楽しむ皆さま

大人のビタミンクラブ
～活動体験会～
日時：�11月１日（日）

13時～15時20分
場所：総合福祉センター
問合せ：�地域福祉課

☎048-474-6508

地域福祉事業寄附者
皆さまの真心ありがとうございました
（受付順、敬称略）

◀ �株式会社リゾン
代表取締役社長
�橋本太樹様より
寄附をいただきました。
　　橋本様（左）
　　中村会長（右）

コミュニケーションアプリを使用し、各団体の活動情報
をよりタイムリーに共有できるよう、実際にスマートフ
ォンで登録・操作しながら体験する時間
を設けました。
運用開始後も、サロンの各月の予定など
が共有されています。

館・幸町第２層協議体（館・幸町もりあげたい）７月11日（土）「館・幸町地区連絡協議会」

の取組え い支 合 け い助 合
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地域福祉課　☎048-474-6508問合せ

あなたの募金が、だれかの安心や笑顔に。
10月１日から赤い羽根共同募金、12月１日から地域歳末たすけあい募金運動が始まります。
集まった募金は地域の皆さまの暮らしに役立てられます。ご協力をお願いいたします。

共同募金運動の募金は次の事業に活用しています！

昨年、大好評だった志木市支会オリジナル募金グッズの「手ぬぐい」�
ですが、今年は公募によってデザインを決定しました☆
今回採用させていただいたのは、市内在住の17歳の方のデザインです！
協力募金額 １枚500円以上
取 扱 場 所 �総合福祉センター１階窓口、第二福祉センター窓口

街頭募金に参加するカパルと、寄せられたデザインの中
から選ばれた赤い羽根に乗ったカパルの２種類を「目印
チャーム」にしました！　傘など、間違えやすい持ち物に
付けて、自分の持ち物の目印としてもご利用いただけます。
協力募金額 １回300円以上
取 扱 場 所 �総合福祉センター１階窓口設置のガチャポン

小学生から大人まで、さまざまな世代の皆さまから寄せられたイラスト
がステッカーになりました！
協力募金額 １組100円以上、３組300円以上
取 扱 場 所 総合福祉センター１階窓口

赤い羽根募金と志木市が
多くの人に広まるように、
志木市の指定文化財であ
るチョウショウインハタザ
クラや川の流れをデザイン
に盛り込みました♪�

採用デザイン制作者より
コメント

リングの色は
３色ご用意！目印

チャーム
ステッカー
（２枚１組）

全６種類

※�お好きなイラストを�
選ぶことはできません。

① ② ③

▼カパルリュックをプレゼント
子育て世帯が地域でつながることが
出来るよう応援品を提供します。
対 象 �令和７年１月１日～12月31日生まれの子

がいる市内在住の世帯
受付期間 令和８年10月１日～令和９年３月15日（年末年始を除く）
受取方法 �期間内に市内の子育て支援センターに母子健康手帳をお

持ちください。
	 プレゼントはその場で受け取れます。

▼ひとり親世帯の皆さまへ食品をお届け
原油価格・物価高騰等により、生活に困ったひとり親
世帯の支援を行うため、食品提供を行います。
対 象 �市内在住の児童扶養手当を受給している

世帯（生活保護世帯を除く）�
対象世帯には11月上旬頃、案内を送付します。

配送期間 �申請受付後、順次配送します。

▼地域活動を応援
地域間交流の促進と、支え合いのあるまちづくりを推進し、地域
コミュニティの創出や住民による自主的な地域福祉活動を活性化
するため、活動を行う団体に対して助成金を交付しています。
例えば
●�町内会単位でさまざまな世代が集まり、交流を深めることができる
事業
●障がいのある人の社会参加を推進する事業
●ボランティア活動保険の加入に必要な経費を助成する事業
が対象となります。

▼介護用品の購入支援
在宅介護者の負担軽減や対象者の自立支援を
図るため、介護用品の購入を支援します。
対 象 �市内在住で、在宅で介護を受けて生活する次のいずれか

に該当する人
①要介護１～５の認定を受けている人／②障害者手帳の交付を受
けている人／③国、県の定める難病認定を受けている人
対象世帯には11月上旬頃、案内を送付します。
申込期間 令和８年10月１日～11月30日
申込方法 �所定の申請書に必要事項を記入し、志木市社会福祉協議

会に提出してください。※ご利用の居宅介護支援事業所、
障がい児・者の相談支援事業所を通じて申請ができます。

申請窓口 総合福祉センター１階窓口（志木市上宗岡１-５-１）

手ぬぐい

今年の募金グッズはこちらに決定！
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� 教育支援資金貸付のご案内～学費を必要とする方に～

学費等の捻出が困難な世帯の学生に対し、教育支援資金（無利子）の貸付を実施しています。

中・高校生向けの居場所で
夕飯づくりやフードパントリー
の片付けなどをしました

高齢者施設で入居者の方との
会話や、おやつの配膳などの
お手伝いをしました

保育園で子どもたちと
一緒にあそびました

多世代食堂で、
お弁当づくりや配達の
お手伝いをしました

対象世帯 世帯の収入が生活保護基準のおおむね1.7倍以下の低所得世帯

対象となる
学校と貸付金額

貸付上限額・主な使途

教育支援費 就学支度費

高校 35,000円/月
授業料・
通学定期代
など

500,000 円
※入学時のみ

入学金
制服代
教科書代など

短大・専門学校 60,000円/月

大学 65,000円/月

利用にあたっての留意点

❶�修学する本人が申込者、世帯の生計中心者
が連帯借受人となります。 

❷�本貸付より優先してご利用いただく他制度
（日本学生支援機構等）があります。

❸�受験する学校が決まっていれば、入学（合格
発表）前でも申込みができます。 

❹貸付には審査があります。

❺�申込みから着金まで１ヶ月程度の期間がか
かります。

返済期間 �20年以内

相談・窓口 地域福祉課　☎048-485-1177

ボランティア体験プログラムボランティア体験プログラム夏の

報告報告「福祉学園」
「福祉学園」は、誰もが気軽にボランティア活動に参加するきっかけづくりを目的としたプログラムです。夏休み期間中、
志木市内の高齢者施設やボランティア団体などで、実際にボランティア活動を体験することができます。
今年は、47コースの活動先に、延べ133人が参加しました。初めての場所で不安や緊張がありながらも一生懸命活動して
いる様子がみられました。
来年も、たくさんの参加をお待ちしております。

　小さな子たちと触れ合う機会があまりなく、少し緊張

してどのように接したらいいのか戸惑ったけれど、先生

方が丁寧に教えてくれました。保護者の方ともお話し

することができてとてもいい体験となりました。�

� （中学生・子育て支援センターでの体験）

　体験前は、サロンがどのような場所かイメージをもつことができま

せんでした。実際に参加してみると、人と人とのつながりが生まれる

大切な場だと感じることができました。参加者だけでなく、運営する

方や地域の方など、さまざまな人の関わりによってサロンが成り立っ

ていることも実感できました。� （社会人・高齢者サロンでの体験）

参加者の声
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生活支援体制整備事業協議体より
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